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1 Hp-1　　　　　アルギン酸－ポリリシン分子複合体の膨潤挙動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○木下　恵美子・中村　邦雄(大妻女大)

　目的　これまでに多糖高分子電解質であるカルボキシメチルセルロース(ＣＭＣ)およびア

ルギン酸(Alg)とポリカチオンであるキトサンおよびポリリシン(PLys)の分子複合体を調製

し、熱的性質および粘弾性的性質について検討してきた。本研究ではM/G比の異なるAlgと

PLysのPLys/Alg比の異なる分子複合体を調製し、ガラス転移温度(Tg),不凍水量(Wnf)およ

び膨潤率を測定し、Alg-PLysの高次構造を検討した。

　実験　Alg-PLys分子複合体の調製は、1%濃度のAlg(紀文フードケミフア製, M/G比0.5

(500G)と1.0(500M))に一定濃度のPLys(チッソ㈱,Mw=4700)を混合･撹搾し、水平にした
ガラス版に流し乾燥させ、5%酢酸水溶液に浸漬して架橋させ、水洗い後、自然乾燥させフィ

ルムを得た。ガラス転移温度(Tg)の測定はＤＳＣ(セイコーインスツルメンツ㈱DSC220C)

を用いて、試料重量約5mg,昇降温速度10°C/minで行った。膨潤率(Rs)の測定はＴＭＡ(セイ

コーインスツルメンツ㈱ＴＭＡ/SS)を用いて行った。またWnfは水分率(Wc=1.0～5.0)を変

えて測定し、吸着水分の結晶化および融解エンタルピーから計算した。

　結果　Alg-PLys分子複合体のTgは500Gの場合、PLys/Alg比の増加とともに低下し、5

OOMの場合は多少増加した。 WnfはPLys/Alg比の増加とともに0.4まで低下し、それ以上

では多少増加した。 RsはPLys/Alg比の増加とともに減少する傾向が認められた。以上のこ

とからAlg-PLys分子複合体は、Ｇ成分を多く含むAlg(500G)と直鎖状で分子量の低いPLys
との相互作用から、かさ高な高次構造を形成するが、浅い折れ曲がりの成分(500M)とPLys

分子は比較的凝集密度の高い配列を形成すると考えられる。

Ｉ Hp－ ２ 未利用天然資源組込型ポリウレタンの生分解性と物性

　　　　　　　　　　　　　○飯島美夏・中村邦雄（大妻女大）

　目的　これまでに各種の未利用天然資源を用いてポリウレタン(PU)を調製し、その物吽

を明らかにしてきた。本研究では、未利用天然資源組込型PUフィルムを調製し、活性汚泥

および土壌中での生分解性試験を行なった。生分解試験前後の未利用天然資源組込型PUの

物性を測定し、形態観察を行なった。

　方法　PUフィルムは既報の方法によりヽ未利用天然資源としてヽおからヽビ‾ル粕し卵
殻膜などを用いて調製した。得られたPUフィルムの初期重量を秤量し、下水処理場の活性

汚泥中および土壌中に埋設し、一定期間後に取り出し、洗浄、乾燥し、重量減少を測定し

た。また、生分解試験前後のPUの物性測定は示差熱分析装置(ＤＳＣ)および動的粘弾性測定

装置(DMA)を、形態観察は走査型電子顕微鏡(SEM)を用いて行なった。
　結'是　未利用天然資源組込型PUの生分解による重量減少率は、含有率の増加および琴子

径の減少とともに高くなった。重量減少率は、組込む未利用天然資源の種類や処理条件に

より異なり、環境すなわち温度、湿度、紫外線、微生物の種類と量などが大きく関与して

いると考えられる。生分解試験後の未利用天然資源組込型PUのガラス転移温度(Tg)および

貯蔵弾性率(E')は、処理日数の増加とともに低下し、微生物の侵食による主鎖の切断を示唆

した。 SEMによる表面観察では、未利用天然資源組込型PUの表面は、活性汚泥中と土壌中

では、微生物による侵食が異なるが、いずれの場合も処理日数の増加とともに、また含有

率の増加とともにPU表面の天然資源部分から生分解が起こり、分解の痕が次第に乱れ、大

きくなることが観測された。
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